
、

目頭

秘

＝量

日
雌
の
朝
、
北
野
町
に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
会
の
坂
を
の
ぼ

り
つ
め
た
と
こ
ろ
に
、
初
老
の
男
性
が
立
っ
て
い
た
。
目

を
細
め
、
何
を
見
つ
め
る
と
い
う
こ
と
な
く
、
思
い
に
ふ

け
っ
て
い
る
。

犬
の
散
歩
に
出
か
け
た
私
が
近
づ
い
て
、
〃
の
Ｃ
Ｏ
１

日
。
日
日
、
″
と
朝
の
挨
拶
を
す
る
と
、
外
国
人
の
風
貌
を

し
た
彼
は
、
流
暢
な
日
本
語
で
、
「
こ
の
レ
ン
ガ
塀
は
百

年
が
経
っ
て
い
ま
す
よ
。
十
年
く
ら
い
前
ま
で
ボ
ク
が
こ

こ
に
住
ん
で
い
た
の
。
塀
だ
け
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

今
の
住
い
は
灘
の
岩
屋
だ
け
ど
な
つ
か
し
く
て
、
北
野
町

へ
は
時
ど
き
散
歩
に
来
る
の
。
こ
の
塀
を
見
て
い
る
と
自

然
と
涙
が
出
て
き
て
ね
」
と
、
初
対
面
な
が
ら
、
心
に
こ

み
あ
げ
て
く
る
感
情
を
、
思
わ
ず
私
に
語
り
か
け
た
。

「
へ
え
、
こ
の
赤
レ
ン
ガ
塀
が
百
年
で
す
か
」
と
、
毎
日
そ

の
前
を
知
ら
ず
に
歩
い
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
、
歴
史
の

財
産
を
与
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
嬉
し
か
っ
た
。
彼
は
話

し
続
け
た
。
「
ボ
ク
は
ね
、
家
を
譲
る
と
き
に
、
買
主
に
頼
ん

だ
こ
と
が
三
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
レ
ン
ガ
塀
を
取
り
こ

わ
さ
な
い
こ
と
．
家
の
北
側
の
大
木
を
切
ら
な
い
こ
と
、

高
層
の
建
物
を
建
て
な
い
こ
と
。
お
か
げ
で
今
も
約
束
は

守
ら
れ
て
い
る
」
と
。

百
年
経
っ
た
レ
ン
ガ
塀

､Ｉ

一
‐
﹈
‐
‐
一
一
廃
一
竃
旧
旧
梱
？
珂
制
凹
詞
■
。
石
■
■
Ｈ
ｕ
劃
且
■
図
画
屯
■
■
■
■
■
■

病
Ｊ
‐
７
ヂ

■

省

北
野
物
語

み
や
も
と
と
よ
こ

一
ｘ
・
宮
本
豊
子

な
か
む
ら
と
し
の
ぶ

写
真
・
中
村
堅
牛
延

凸
新
連
載
エ
ッ
セ
イ
〈
３
〉

キ
タ
ノ
は
小
路
が
お
も
し
ろ
い

彼
の
名
は
、
ポ
ウ
ル
・
ブ
ッ
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
弓
シ
ご
Ｆ

国
口
目
胃
冨
○
国
シ
ロ
の
）
。
一
九
二
二
年
に
日
本
で
生
ま
れ
た
。

父
は
ド
イ
ツ
人
、
母
が
日
本
人
、
国
籍
は
ド
イ
ツ
で
あ
る
。

日
本
で
生
れ
育
っ
た
彼
は
、
海
外
へ
一
歩
も
出
た
こ
と
の

な
い
外
国
人
。
「
ま
る
ま
る
の
日
本
人
」
と
彼
は
表
現
す
る
。

家
族
は
、
、
本
人
の
奥
さ
ん
と
娘
二
人
、
孫
一
人
、
そ
し

て
猫
二
灰
と
の
生
活
だ
。

も
と
も
と
父
親
が
生
田
神
社
前
で
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ

の
店
を
経
営
、
今
も
っ
て
〃
ブ
ッ
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
〃
の
商

標
名
は
日
本
人
に
引
き
継
が
れ
、
工
場
は
明
石
に
、
商
船

は
有
名
百
貨
店
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
父
親
と
は
別
の

仕
事
を
し
て
い
た
が
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
煽
り
で
会
社
を
た

た
み
、
家
を
手
離
し
た
。
今
は
、
神
戸
の
国
際
学
校
と
日
本

の
子
供
た
ち
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
世
話
役
で
活
躍
。
そ

の
か
た
わ
ら
、
北
野
町
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
よ
い
と
こ
ろ

は
残
せ
る
だ
け
残
し
た
い
と
、
神
戸
市
へ
も
何
通
も
の
嘆

願
書
を
送
り
こ
ん
で
い
る
。

彼
の
体
の
中
に
は
北
野
の
歴
史
が
流
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
彼
の
意
志
を
少
し
で
も
引
き
継
い
で
い
け
れ
ば
と
、

北
野
現
役
の
私
は
考
え
る
。
彼
は
北
野
を
語
り
継
ぐ
貴
重

な
人
で
あ
る
。
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1 7 才のときから4 0 年余り住んだ家跡は、赤レンガ塀だ
けが残り、「ここに来ると、思いがこみあげてくる」
と話すポウル・ブツチングハウス( 6 9 ）
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「
あ
の
オ
ン
ポ
ロ
ビ
ル
が
こ
ん
な
に

き
れ
い
に
な
っ
て
、
え
ら
い
人
混
み
。

や
る
気
が
あ
れ
ば
変
わ
る
の
ね
」

神
戸
市
中
央
区
の
旧
居
留
地
内
妬
悉

地
の
目
抜
通
り
に
面
す
る
近
代
洋
風
建

築
・
大
典
ピ
ル
（
Ｔ
８
年
築
）
を
見
上
げ

た
女
性
か
ら
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。

雨
も
上
が
っ
た
４
月
Ｍ
Ｈ
（
間
）
・
ポ

ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
こ
の
Ｈ
、
時
を

同
じ
く
沌
年
を
経
た
イ
タ
リ
ヤ
調
ビ
ル

（
建
隆
エ
ス
テ
ー
ト
所
有
）
が
オ
ー
ナ

ー
の
意
志
変
更
で
解
体
を
免
れ
リ
ー
ー
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
と
い
う
絶
妙
の

好
機
と
な
っ
た
。

「
古
い
建
物
鑑
賞
が
好
き
な
の
で
是

非
参
加
し
た
い
」
（
石
坂
川
さ
ん
釦
歳
・

会
社
員
）
、
「
港
遊
覧
と
旧
居
留
地
散
策

が
し
た
く
て
」
（
山
本
さ
ん
印
歳
・
主

婦
）
、
「
神
戸
港
を
考
え
る
会
の
参
加
資

格
は
？
」
（
柴
田
さ
ん
砲
歳
・
会
社
員
）
。
神

戸
港
を
考
え
る
会
が
約
２
年
ぶ
り
に
開

催
し
た
第
９
回
ポ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

〃
旧
居
留
地
散
策
と
ル
ミ
ナ
ス
神
戸
ク

☆
塾
え
っ
た
大
興
ビ
ル
、

旧
居
留
地
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
求
め
て

ル
ー
ジ
ン
グ
“
を
定
員
別
名
で
呼
び
掛

け
た
と
こ
ろ
参
加
希
望
が
州
次
ぎ
、
急

き
ょ
踊
名
に
。

咽
時
。
大
丸
神
戸
店
ガ
ス
燈
前
を
２

班
に
分
か
れ
て
旧
西
国
街
道
を
東
へ
出

発
。
長
崎
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
サ
ミ

ソ
ト
で
司
会
を
し
た
ダ
ウ
ン
誌
〃
ザ
．

な
が
さ
き
〃
の
主
幹
・
川
良
真
理
さ
ん

も
同
行
取
材
。
案
内
役
は
こ
の
街
に
精

通
し
た
会
員
竹
山
清
明
、
津
田
清
、
三
島

雅
博
、
小
泉
美
喜
子
さ
ん
と
私
が
淵
た
っ

た
。
「
２
年
前
に
ポ
ン
ネ
ソ
ト
バ
ス
を
階

り
て
こ
の
辺
を
回
っ
た
わ
ね
」
と
、
小

泉
さ
ん
。
「
そ
う
あ
れ
か
ら
ル
ー
フ
バ

ス
の
デ
ザ
イ
ン
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
調
に
変

更
し
ま
し
た
よ
」
と
、
私
。

朝
日
会
館
と
ク
レ
セ
ン
ト
ビ
ル
が
跡

形
も
な
く
、
以
前
の
姿
を
記
憶
し
て
い

る
年
配
背
か
ら
悲
嘆
の
声
。
そ
れ
と
は

逆
に
太
陽
神
戸
三
井
銀
行
は
高
さ
妬
．

５
ｍ
（
地
上
出
階
建
）
は
カ
ー
テ
ン
ウ
オ

ｌ
ル
の
総
ガ
ラ
ス
張
り
。
解
説
尚
は
「
４

年
前
、
旧
神
商
談
ピ
ル
の
解
体
と
こ
の

ビ
ル
の
出
現
に
よ
っ
て
神
戸
の
建
築
は

大
き
く
影
響
を
受
け
ま
し
た
」

静
か
な
街
角
に
突
然
等
曲
〃
春
の
海
〃

が
流
れ
一
行
は
耳
を
傾
け
た
。
同
行
が

本
店
を
建
て
替
え
た
際
、
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
敷
地
内
記
番
地
に
伽

万
Ⅲ
弱
を
投
じ
て
宮
城
道
雄
生
誕
の
碑

を
建
立
。
彼
が
明
治
”
年
４
月
７
日
記
番

茶
倉
で
菅
国
太
郎
の
子
と
し
て
誕
生
し

た
の
を
記
念
。
現
在
９
時
Ｉ
Ｆ
時
ま
で

皿
分
間
隔
で
名
曲
が
流
れ
て
い
る
。
同

行
で
は
立
派
な
玄
関
先
で
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
今
年
８
回
催
す
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
神
戸
支
店
で
も
東
側
広
場
で
時
折

バ
ン
ド
演
奏
を
催
し
街
角
を
楽
し
く
す

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

い
よ
い
よ
大
典
ビ
ル
。
こ
の
Ｍ
ｎ
時

に
オ
ー
プ
ン
し
た
３
階
建
ピ
ル
は
イ
オ

ニ
ア
式
円
柱
が
特
色
。
私
達
も
５
年
前

か
ら
こ
の
ピ
ル
で
会
合
を
持
っ
て
い
た

の
で
感
慨
も
ひ
と
し
お
。
大
丸
の
店
舗

展
開
に
よ
っ
て
兇
覗
に
オ
フ
ィ
ッ
ス
ピ

ル
か
ら
ブ
テ
ィ
ッ
ク
や
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ

ン
に
そ
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
変
身
し

た
。
「
各
施
設
や
ト
イ
レ
、
換
気
扇
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
等
の
改
装
で
１

ヵ
年
を
賞
や
し
ま
し
た
。
え
っ
、
灘
用

で
す
か
、
、
億
２
千
万
円
で
す
。
角
本

さ
ん
嬉
し
い
で
す
ね
。
長
津
前
店
長
が

頑
張
り
ま
し
た
よ
」
と
、
名
物
宣
伝
課

長
前
田
利
昭
さ
ん
。

ｉ’1 厩テ
ート１

｡

上／この日、リニューアルオー
プンした大興ビル
下／宮城道雄生誕の碑

ｒ司
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パ
ー
ク
前
に
帰
港
。

「
日
頃
見
慣
れ
て

些Ｌ」

か
ら
旅
客
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら
は

開
港
。

潮
風
と
明
る
い
日
差
し
を
浴
び
て
一

行
は
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
へ
。
「
６
年
前

ま
で
こ
の
辺
り
は
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
が

あ
っ
た
が
」
「
え
え
埋
め
立
て
た
の
で

輪
郭
が
分
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
、

会
員
。
「
そ
れ
に
、
京
橋
の
船
溜
り
も
来

☆
ル
ミ
ナ
ス
神
戸
か
ら
新
空
港
を
見
学

一
行
は
ブ
ロ
ッ
ク
釦
沿
い
に
海
岸
通

り
へ
・
街
並
は
確
か
に
お
シ
ャ
レ
に
変

わ
っ
た
。
商
船
三
井
ビ
ル
も
昨
年
外
壁

を
補
修
し
て
《
際
モ
ダ
ン
に
。

年
か
ら
埋
め
立
て
る
予
定
で
す
」
「
え
っ

ノ
．
こ
の
海
も
で
す
か
。
私
ら
こ
こ
は
一

番
良
い
場
所
と
思
っ
て
い
た
の
に
」
「
私

達
も
旧
居
留
地
に
近
く
市
民
が
水
に
接

す
る
最
良
の
海
岸
と
考
え
て
い
ま
す
。

昔
の
よ
う
に
海
岸
に
松
を
植
栽
し
市
民

の
憩
え
る
施
設
で
取
り
囲
み
、
そ
れ
に

海
事
図
書
館
も
欲
し
い
で
す
ね
。
船
溜

り
に
は
小
さ
な
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
る
の

も
楽
し
い
で
す
ね
」

若
者
や
家
族
連
れ
で
賑
わ
う
パ
ー
ク

内
に
映
画
記
念
碑
が
あ
り
、
「
こ
れ
が

淀
川
長
治
さ
ん
選
択
の
俳
優
石
で
ス
ク

リ
ー
ン
ス
ト
ー
ン
の
穴
に
恋
人
達
が
入

り
」
と
解
説
す
れ
ば
、
丁
度
３
時
を
告

げ
る
オ
ル
タ
ン
シ
ア
の
鐘
が
鳴
っ
た
。

鐘
は
９
時
、
廻
時
、
３
時
、
５
時
に
時

刻
を
告
げ
て
今
や
パ
ー
ク
の
名
物
。

い
よ
い
よ
お
目
あ
て
の
大
阪
湾
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
〃
ル
ミ
ナ
ス
神
戸
″
三
、
九

○
○
ト
ン
へ
乗
り
込
み
３
時
鋤
分
定
刻

に
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
を
離
れ
る
。
大
き

な
汽
笛
が
港
に
響
き
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航

路
気
分
。
「
豪
華
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
食

べ
る
の
か
な
」
「
今
日
は
ケ
ー
キ
セ
ッ

ト
ら
し
い
よ
」
「
な
－
ん
だ
」
「
だ
っ
て

マ
ッ
プ
第
２
版
を
制
作
中
で
、
完
成

画１１１

る
６
月
末
に
〃
煉
瓦
倉
庫
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
〃
を
予
定
し
て
い
る
。

解
説
し
て
も
ら
え
ば
全
然
見
方
が
違
っ

西
へ
傾
き
か
け
た
５
時
印
分
メ
リ
ケ
ン

貨
物
が
海
上
鋤
分
で
結
ば
れ
る
。

て
き
ま
す
。
こ
の
街
を
ど
う
す
る
か
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」
。
一
行
は
名
残
惜

し
そ
う
に
散
会
し
た
。
当
会
で
は
ポ
コ

釦
師
）
で
南
下
す
れ
ば
弱
分
で
関
西
新

空
港
沖
へ
到
着
。
泉
佐
野
か
ら
３
．
７

ｍ
伸
び
る
巨
大
連
絡
橋
、
東
西
に
造
成

さ
れ
て
い
る
空
港
島
に
は
３
ｍ
の
盛
り

土
。
日
本
初
の
鯉
時
間
空
港
は
当
初
よ

島
､

り
１
年
３
ヵ
月
遅
れ
の
平
成
６
年
夏
の

左
に
大
阪
南
港
や
泉
北
を
眺
め
な

Ｆ１

「
乗
船
だ
け
で
も
二
、
五
七
○
円
だ
そ

う
よ
」
・
最
上
階
デ
ッ
キ
か
ら
港
を
見
渡

し
な
が
ら
様
ざ
ま
な
会
話
。
右
に
淡
路

神
戸
港
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

が
ら
快
晴
の
大
阪
湾
を
照
ノ
ッ
ト

こ
の
参
加
費
二
、 震

暑｝

す
陽
が

い
て
も
こ
の
様
に

五
○
○
円
で
し
よ
」

上／ポートタワーとオルタンシア
の鐘
中／建設中の関西新空港
下／参加者たちをブリッジに案内
する筆者

一、

約
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酉 ⑨ゲスト

山村楽正師
（邦舞家・地唄舞）

、／

『。

☆トムキャンティシリーズ⑰

< いま、出会い〉
』

Ｎ

Ｎ
，ｈ
劃’

栂雷劃参
【Ｆ，ノ

一
倖一

戸
ｂ

＝ー

こ れからも
舞わせてもらいまひょ

生

気亀一

＝＝＝

( 日 ) 徳田雅崇㈲山本愛
( 月 ) 小林祐子河内成夫
㈹徳田雅崇出リチヤード･ リー
伽池田ゆみこ
体 ) 山本愛●すべてピアノ
河内成夫ボーカルです。

’
;葦，

面

●ショータイム・プログラム’

可

ノ

■

＊

トム･ キャンテイ

（年中無休）
神戸市中央区下山手通２丁目１１‐５

神戸ワシントンホテル１Ｆ
ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 1 - 2 1 2 2

P M 6 g O O～AM 2 :００
(日曜・祭日ＰＭ５:００～A M 1 2 g O O 迄）

▲山村師匠と榊オーナ

榊
山
村
楽
正
師
匠
と
は
、
西
崎
敬
四
奨
文
部
大
臣
従
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

即
先
生
の
お
知
り
合
い
か
ら
の
ご
紹
介
い
す
ま
す
。

で
お
目
に
か
か
っ
た
の
が
初
め
て
で
…
。
楽
正
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
賞

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
や
国
際
会
館
の
民
が
遅
す
ぎ
た
と
か
い
う
て
下
さ
る
ん
で

音
の
舞
台
を
観
せ
て
頂
い
て
フ
ァ
ン
に
す
が
、
賞
そ
の
も
の
よ
り
、
皆
さ
ん
が

な
り
、
ど
こ
ま
で
も
舞
台
を
追
い
か
け
気
に
か
け
て
下
さ
っ
て
た
ん
や
な
あ
と

て
お
り
ま
し
て
（
笑
）
師
匠
の
舞
は
、
そ
れ
が
嬉
し
い
て
…
。
こ
れ
を
き
っ
か

い
つ
も
み
づ
み
づ
し
く
魅
力
的
で
素
晴
け
に
、
逆
に
も
ど
っ
て
、
み
つ
め
直
し

ら
し
い
。
て
勉
強
し
よ
と
思
て
ま
す
ね
ん
。

楽
正
い
や
Ｉ
お
お
き
に
。
ト
ム
・
キ
ャ
四
つ
の
時
か
ら
山
村
の
宗
家
に
教
え

ン
テ
ィ
の
榊
さ
ん
の
お
店
は
、
初
め
て
て
頂
い
て
、
地
唄
舞
の
山
村
流
一
本
で

連
れ
て
来
て
頂
い
た
時
、
私
が
若
い
頃
、
来
ま
し
た
の
で
、
山
村
の
も
の
を
継
承

人
阪
の
松
竹
座
で
洋
画
ば
か
り
観
て
い
し
て
ゆ
く
の
が
勤
め
ど
す
。
年
取
る
の

て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ラ
フ
ト
や
、
フ
レ
ッ
は
し
よ
う
が
お
ま
へ
ん
け
ど
、
〃
芸
〃

ド
・
ア
ス
テ
ア
や
、
エ
リ
ア
・
パ
ー
カ
を
弟
子
に
託
し
て
、
私
は
、
も
っ
と
純

Ｉ
、
ソ
ニ
ア
・
ヘ
ー
ー
ィ
な
ん
か
が
大
好
粋
に
舞
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
舞
台
と

き
だ
っ
た
頃
の
匂
い
が
、
こ
こ
に
は
お
お
稽
古
は
、
古
典
的
な
地
唄
舞
ど
す
よ

ま
つ
し
や
ろ
。
ハ
イ
カ
ラ
で
、
何
で
も
っ
て
、
き
も
の
で
す
ね
ん
け
ど
、
普
段

食
べ
さ
せ
て
く
れ
は
る
し
、
そ
れ
に
、
は
洋
服
が
す
き
で
す
ね
ん
。

榊
オ
ー
ナ
ー
は
え
え
男
で
、
お
し
ゃ
れ
榊
師
匠
の
舞
台
は
、
た
っ
ぷ
り
と
し

で
、
く
っ
た
く
が
な
い
（
笑
）
そ
の
上
、
て
い
て
、
は
ん
な
り
し
た
お
色
気
が
魅

私
の
〃
芸
″
も
、
よ
う
観
て
く
れ
は
り
力
で
す
が
、
ど
こ
か
モ
ダ
ン
な
の
は
そ

ま
す
し
、
み
づ
み
づ
し
い
お
方
で
す
。
の
せ
い
で
す
ね
。

榊
み
づ
み
づ
し
い
男
と
女
の
出
会
い
楽
正
モ
ダ
ン
な
神
戸
の
こ
の
お
店
に
、

で
す
ね
（
笑
）
こ
の
た
び
は
、
芸
術
選
も
っ
と
通
わ
せ
て
も
ら
い
ま
ひ
ょ
（
笑
）

、

llR(､､,‘,u,‘11,【B‘1,ＩKＩＩ

TbmChiantf
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Ⅱ

一重

息｜

Ｉ
'一ダ６

鶴 新緑の初夏のおとずれ禿の舞
初夏。緑鮮やかなこの季節。扉風も桜の新古今集の四曲解風に変
わりました。五月のお客様は書家の望月美佐さんです。珍しくベト
ナムの民族衣裳・アオザイに身を包み、華麗にご登場です。その、

目にも鮮やかな赤が､見る人を魅きつけます．尭閏三募奇

雪
逗
鍾
醗

一
一
』
勺

辺
』 産一

一
一
『

ヨ
全
》
時

愚

= 〃

鋳勢
■■●■■

１．，．

鋤

働
互

ゆ
洋

〒6 5 O 神戸市中央区北長狭通1 丁目5 - 8
コースト３５ビル１０Ｆ壷0 7 8 - 3 2 2 - 3 0 0 6

園曽
巳＝１

KiMIiII

＝録

《
﹇
一

<京禿＞
〒6 5 0 神戸市中央区北長狭通1 丁目5 - 8
コースト３５ビル９Ｆ壷0 7 8 - 3 3 4 - 0 7 5 3

玄孟<禿〉

、

塑

鍾菱＝
このたび姉妹店としてＢＡＲオ希を開店させて頂

■Ｌｅｂ唖

くことになりました｡ 何卒宜しくお願い致します。
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神戸百店会
､

⑳婦人靴ジヨアンナサ' ブﾗ 制『( 3 9 1 ) 5 0 7 8

鐘。‐ｆ訂…カダ域駕』; ；？
､ 洋装i W K s u y ＆スヤ蕊鮒; 謡
⑧婦人服飾翁i y 。ヤ誉ん肖耀z { 謝識‘
噸ル紳蔚き…w ｙザワ蔵, ' 『婿ケＩｗＣｅｎｔＥｒ－Ｇａｉ

⑰毛皮亀n局u腫孟唇(馬s)皮店騒将夢＃ﾗ呼､ 綱寧品M A T 品ツヤ灘撚
愛息9,)ん6希；ｆ⑳婦人服飾気_ａｉ

⑳享三靴篭e ”苑甫訓, 鶴, ｗ
③婦人服飾Ｈ率ザ蔵, ' 『ず$ ‘『
⑩零辛勝ウインザー誌７３ザs ' ５
⑪募削一ＬａＰＯＭＭＥ繭鳥晶Ｊ２
，鮒Z i m s h i m 品シマヤ蔵畷『i ｢ §１－ｍｏｔｏｍａｅｈｉ

夢＆3,)ｱ５､一回；司士

⑨ｱ ｸ ｾ ｻ ﾘ ｰ 藷ｍｕＴ｡ 『R ｡ ｡ ｡
⑭雛悪貨息｡率S h o e。γ･『鼠｡恩。ロス＆9 , ) ｱ ，ロケ菊 f

⑮崎ﾙ紳士靴司shioka説…オ力協"‘虎i’ｗｌｎＩｍｌＤａｉｍ風ｉｍａｒｔｊ

⑳姉人服飾サンジエル苫鋤 r ‘ ' ｈｍＷ
さんちか( 3 2 1 ) 1 3 5 8

婦人服飾マミーー嫌うM f ' ' ( 譜) 灘
*和装Kim o n o ､ G e tａ＊美容Bea u t yＳｈｏｐ
⑳呉服畠､摩忠がら屋協劉ﾝ , ; , ､ 淵Ｃ低ｎ唾ｒ－Ｃａｉ

⑰呉服蝋｡ 蕊, ･ よしや溌u ' も，ｗｌｎ「ｒｏｎ８Ｑ「ＤａｉｍＱｒｕ

⑳衣裳忠agmIM衣裳店指，"ﾝ7‘;‘馬3猫Ｃｅｎｔｅｒ－Ｇｍ

⑲衣裳Ｒ塚u y？や衣裳店を2り．も‘Ｗｌ８１ｆｒｏｎＫｏｒＤａｌｍｍｒｕ

⑭ 美容あきら美容室蕊僅 ( 謝淵
､ 羨容霊罵罵患t y I 蝋ベスニ””“”（3 3 1 ）４９１７

０' １美容みどり美粧院も3 , } ' １，ｵ 蛙1 ｉｉリ
＊美術。工芸品Ａｒｔ
⑫美術罷黒蔦繍｡r ; ,若木屋啄乎‘.』：ｌ－ｍｔＰｔｏｍａｃｈ,

＠画柿額縁蚕ez u m i積製額＆‘nｱ , ､ボＴｏｒＲｏｎｄ

⑭ﾁ,ｾｻﾘ著欝aw/Ⅱエ芸店ﾉ§鋤‘画‘扇‘Ｔ⑨ｒＲｏｎｄ

⑤ パン・喫茶カスカード
⑪洋菓子西洋菓子処フーケ

インスイス菜『ハ、。

＊和洋料理E a t i n g H o u S I e
葉 亭⑩鰻日本料理鼎kuyotei
可 川⑧天締羅論agaw‘
成駒家⑨寿司調-N"ikomay。

蔵@とんかつ繭…’
＠ピﾔ･ﾎｰﾙ扉吋ﾕT調｡・トーキョー

雨茶屋:雛撫.藍。”
フレンチ北野クラブ、⑳レストランＴｈｅＫｉｔａｎＯＯｕｂ

弥⑳倉鯛ぷ悪k息｡y‘
平⑨寿司品‘ahei

井 肉店⑫神戸肉詣iBeelShop
の 家⑬料亭総sunoy。

＊ホテルH o t e l ＊商社T r a d i n g
⑮ホテル神戸オリエンタルホテルOrientalHotel

⑳観光旅館爾瀞(東有馬)古泉閣
⑬観光旅館ホテル全但
⑩ホテル神戸ポートピアホテル

ＫＯＢＥＰＯＲＴＯＰＩＡＨＯＴＥＬ

ホテル新神戸オリエンタルホテル
、ビールアサヒビール
⑪電化住設ナショナルリビングプラザ神戸

､ 銀行悪噺駕6 冨忌誌駕猛
曙誹軸嘩Ｕc c 上島伽排
⑬あかふじ米株式会社神明
⑩自動車神戸いす雷自動車
⑩輸入車モトーレン神戸
紳士服アルフアニッケ神戸店

ｒ~

センタープラザ函館５Ｆ
( 3 9 1 ）I ３６０

塁7推鯛M:Ｉ
元日「店（3 9 2 ）０６７８
本社【8 2 2 》０８１２
三宮店【3 3 3 ) 8 ８１５

〆

洲堂掲3 , ) ﾝ ８号弓Ｗ⑥美術陶磁鵠穐S h u d 。。…_ ”
⑮新古美術篭i s M ”新輔溺! r ：
⑨記念品傭答品平山商会棚馴’７５戦５１
＊家具家庭｡文化用品F u r n i t u r e ･ F a m i l y

@家具露座恩y･鳥｡盆p商店ｆ鋤''幾'一W１，『r n n t p 『Ｄａｉｍｎｒｌエ

メヤ製瀦職I ！: ! ：⑬玩具忠meyaToySt…
⑬〆カネ蕊K辰｡ p腸c霊‘d院駕癒,『：
⑫カバ〉志T雁un缶“鞄店渦馴Wrj趣，-Ｊ：１－ｍｐｍｍａｃＩ１ｉ

③那蝋品LF&有ACT仏HASiir鮒』偽珊ダ§
⑳〆カネ患｡範，息!s爵ネ店蜘，11i‘ｗＩＩ】ｆｒＤＥ１Ｒ⑥｢l j a l m且ｒｕ

③藷納購式用品霊._患ud福寿堂除叩，,＃1-1＃
③蛎蹴if!(e誌えiMnアイリフネ崎i課'¥1常
＠京典･ ｲ : ' テリアメープルＦＵＪＩＹＡ毎, Ｗ雁画ｒ§
＠簿( 噸丸善神戸元町店渦, , 町‘! ｡ ドヤ
＊菓子｡喫茶Cake･Tea-room北野町_T目
蝿洋蕊繋想c 遍鱈似厚月堂喫脇‘: 『｡（3 2 1 ）５５５５

⑩洋菓子クツキ－の館読『 s 皿 5 葦？＃
⑬麓蕊繋I j : 咽ンク蝋脇‘s T ･ ' ：
⑭鹿冨ｺﾚ累卜弱｡z ･厭口ゾフ苫Ｘ'馬w闘継
⑥ドｲ ﾂ蕊子荒h h o愚ハイム融｢ " !‘『‘ｗ
⑳洋菓子ザ・上ロタ僧3 , 1 W ｢ 梨ョ・ｌＷ

ＴＨＥＨＩＲＯＴＡＣｏｎＩｂＣｌｉｏｎｅｒＶｌｌｌＣ. 3 - m p t o m a u l ' '

＠洋菜トユーハイムコンフェクト鳥, , , ；３場５：

蔑電露:;言.耀寵蕊蹴削一ｍＤＬｏｍａ但肺

３－ｍＤＬｏｍ且ｃｈｎ

⑩菓子･ パン神戸べル三i 3 蒜’7 ’百§
南堂（3 3 1 門＃6 Ｗ- Ｗ⑪菓子忍a n d 。…｡ 蝿i , …" , ，

⑫ﾁｮｺﾚｰﾄ記s愚｡患ボリタン喝馴御;２，{¥ＫｙｐｍｎｃｈｌＳＩｒｃ竜t

⑬瓦脈鱗葱usuiを.hon鷲本店鵬w'ｗ１ｗＩ１１「ｒｐ１１１ｏｆＭｍｋｑ

⑭喫茶U C C カフェプラザ鳥, 1 , 省‘鳥，？．
⑯親陰ノゴンチヤロフ儲, n $ ‘島‘＃

Ｉ

‐
Ｉ
一

＊宝飾品Ｊｅｗｅｌ・P e a r l s
ヘ キモト恩 2 ＃ 0 う為 . ’砿①宝飾而k i m o t o P e a 匠,。！n‘…‘…1脚｡…

②宝飾思塾k蕊錘, s真珠店闇" ﾝ‘‘１．ﾐ瞥
ｰ ÷

④宝飾急．, T ､ i ……. …i , ‘ンマ患 , V 夢認一￥

⑤購計と宝石需畠v黒h s罵計店諦,迦多Ｊ胃３厚、、四ｍａｃＭ

⑥塞飾繍亮i 急簡ヤモンド紬｡ ? ､ ＃
⑱宝飾木下真珠山本通一丁目

K i n o s h i t a P e a r l s ２２１－３１７０
⑮宝飾森真珠二営町一丁目

ＭｏｒｉＰｅａｒｌｓ ２４１－２１２５

＊紳士洋服・洋品T a i l o r ＆M e n ，ｓＳｈｏｐ

…”霧' 具高言鴬賑店諏…４今ｍｏｔｏｍ執c h i

ナ ヤ屑 2 Ｗ j 皿；報⑩調子洋品f Z n a k i y . …｡ …”
⑪紳士服志,｡鼠ii痔洋服店副『‘j愚子ir§５－ｍＤｍｍｎｃｈｉ

ノヘボ 3 W 4 j 画デ７９⑫洋品雑貨誌, o h 。……. ”
⑬ﾜｲ ｼ ｬ ﾂ観e編，シャツ樹'．，ii‘ｗＩｎＩｒｏｎＬｏＩＤｍｍａｒｕ

⑭紳士服撒轍渡辺恩訓) 扉‘急電ｖ８－恥oga m i - d o r I

ネ屑3 W ; j通f二F；､紳士服飾息､,sShopUn。……｡h‘
⑬紳士ｼ ｬ ﾂ を" 認馬‘シャツ撫紬｡淵
⑰陳1,W,診蓄最R両R〆ユリー＊””｡“”（3 3 1 ）7 . 8 5 ７

１，[ ｒｏｎｔｏｆＤａｉｍ極r u

⑲ 紳士服飾西川＆ , , ) ｱ ，、弓３ド
⑮紳士服アダムＧ職ｒｊ会夢タビ
⑩ﾒ ﾝ ズﾌ ｧ , ｼ ｮ : ，ＭＡＣ雨‐i 上ず苫ビﾘ ｆ
⑫ファションＣＯＬトアロード
プレイス【３３１】２０２０

＊婦人洋装｡洋品La d i e 'ｓＳｈｏｐ･装身具･服飾品
キンン＆3 , , ｱ ‘ロケーｉｆ⑲帽候忌i ｍ『｡ , R o . ‘

⑳鵬諭錐街孟愚魚品デユートン&鋤, ｱ 1論ＫＴｏｒＲｕｎｄ
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A N T O N I O M A R Q U E Z
アントニオ・マルケス

ノ

へ
》 』

勺

E S T R E L L A
ヒサコ・アトウ

■主な出演者

E S T I 1 F I I A
ヒサコ・アトウ
【女性閲踊家）
ＡＮＴＯＮＩＯＭＡＲＱＵＥＺ
アントニオ・マルケス
( 鋤性興踊家）
ＥＡＣＯＣＲＵＺ
パコ・クルス
(ギタリスト）
ＲＩＣＡＲＤＯＧＯＭＥＺ
リカルド・ゴメス
( ギタリスト・歌手）
ダンスリー・ルネサンス合奏団

■

■両首題宮
に櫛７K 丸
■照明
所I Ⅲ竜郎
■同濠
グﾝ ｽ ﾘ ｰ ･ ルネサンス俗臭1 M
パコ ･ クルス

皿貝砺
拠埋冊愉

■洞出・臣付
上1 1 1持久

■デザイン
木肘印也

回企画制作
鰯煤栄二
画制作座ヵ
所神' 1 オリエンタル刺喝

●５月17日闇‘.'前売開始

、

神奈川県Ｍ本１Ｍ蛙ｵ L ・
犬. i 輔畔中にスペインに淵学、
ﾌ ﾗ ﾒ ﾝ ｺ と出会う。や堆後I l j
ぴスペィンヘマヌエラ・カラ
スコ、ﾐ ﾗ クﾛ ｽ . ﾒ ﾝ ﾋ パｰ
ﾚ ｽ弾にＩ餌ｆｏ
１９８４年神ﾉ ｰ 『・称I 可曜にて
初ﾘ ｻ ｲ ﾀ ﾙ 後､ ｆ, 〆ドｽ べｲ ﾝ
の一流ダンサーをｹ ｽ ﾄ に細喜
各地で公演。
１９．９０年スペインよりホア
キンルイスほか５秘のアーティ
ストと「ホアキン. ﾙ ｲ ｽ Y 阿
瞳久f L フラメンコ．コンサート

9 0 Ｊを新神戸オリエンタル劇
場ほか､ 束求･ 大阪. | M 1 山. 神
奈川・令１１公減をI I I 1 n M 。

セピリアのマカレーナに

' ぱL る。９キよりスペイ
ン齢荊をマリア・マルテ
イン. パコトレースに習う．
１８才でスペインI 城拝訓跳に
人M 1 虹伽を現す。
１９８５年２１キでソリスト
の地位を掴( ｈ
１９８７年スペイン、虻舞別
Ⅲ作品「ロス･ ﾀ ﾗ ﾝ ﾄ ｽ 』の
l 昌役に披掘される。
l 9 8 9 f fスペイン肱I上蛎l n l , 1 1
1 1本公演では､ ﾌ ｱ ﾘ ﾔ 1側I l r弓
f f j N I 子」の主役をⅧる･ 彼は､
スペイン舞荊界の逸材T i可の逸材
として川待されている。
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汁 唇 津 喜 ｓ 〆 震 え ぞ ☆ 刈 斗 卦 。

涛 舞 鷲 覇 這 叡 謡 碍 姦 計 圃 与 が 〆 汁 凄 蔑 耀 昇
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律 喜 冥 鍔 で 勢 庁 索 一 ） 刷 診 苔 ． 庁 ｅ 舞 芳 蒔 保 〃 庁 〈 一 一 一 談 で 汁 。
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新クオリティ・レキ辻ラーコーヒーＮ' 1 9 誕生。
新発売

ＫＯＮＡ

やわらかな口当り、
調和のとれた味わい
ジャマイカのＵＣＣ匝営股園で､ きび
しい品質答理のもとに収穫された最
高級のフフレーマウンテンを使用。．久
酸味､ 苦みの調和がとれた､ 香り高い
テイストにプレン諸ングしています｡
まさに､ コーヒーの王者と呼ばれるに
ふさわしい味わいです。

爽やかな酸味と
深いコクのハーモニー
爽‘快な酸味となめらかな口当りから、
世界の最高級品の一つに数えられる
コナコーヒー。ハワイ島のコナ地区
でしか生産されない貴重な豆のなか
から､ 商品質なものを厳選しました。
その上品な酸味をペースに､ 深いコ
クを調和させた向信のブレンドです。
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中世の甘い香り、
まるやかなテイスト
かつてはローマ法王に愛飲されてい
た由緒あるプエルトリコ産ラレース
コーヒー。この豆をベースに、優雅
な味と香りを忠実に再現した究極の
ブレンドです｡ その甘くまるやかな香
味のあるテイストに、同然の恵みと
伝統が息づいています。

震霞孟雲琴毒＝＝一

ラレースブレンド
2 0 0 9 ﾉ 8 8 0 円〔消聾税別）

コナブレンド
2 0 0頁ﾉ 8 8 0 円(舗壷製別）
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